
年間授業計画様式

東京都立町田工業高等学校　令和４年度　教科工業 科目実習（選択）　年間授業計画

教　　　科： 工業　 科　　　目： 実習（選択）　　単位数：　２単位

対象学年組： 第２学年５組）　　

教科担当者：（５組： 加藤　）

使用教科書：（　機械実習　１・２　）

使用教材  ：（　プリント　）

指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

フライス作業

正面フライスでの作業内容の説明・安全作業の注意点。切削工具の説明。作業を開
始する。

フライス作業

2

１．フライス盤加工

2

測定工具の使用方法の確認・作業を行う上での安全確認・機械操作方法の説明

正面フライスでの作業内容の説明・安全作業の注意点。切削工具の説明。作業を開
始する。

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。
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指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

2

フライス作業

エンドミルでの作業内容の説明・安全作業の注意点。作業を開始する。 2

2

５
月

フライス作業

作業内容の説明・安全作業の注意点。作業を開始する。

フライス作業

作品の寸法を確認する。次の作業の確認をする。

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

2

６
月

フライス作業

作業内容の説明・安全作業の注意点。作業を開始する。 2

2

フライス作業

作業内容の説明・安全作業の注意点。作業を開始する。

フライス作業

作業内容の説明・安全作業の注意点。作業を開始する。

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

フライス作業 フライス作業での作品を作るさせる。

フライス作業 フライス作業での作品を完成させる。

2
７
月

フライス作業 フライス作業での作品を作るさせる。

2

2

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

工作機械で最も多く使用されている旋盤を使用して、主軸台・心押し台・往復台・送り
機能を理解させる。

2

旋盤作業・センタ作業

外丸削りを通して、旋盤の基本的な取り扱いや操作方法を習得させる。 2

９
月

旋盤加工・切削加工 旋盤作業を通して切削工具と工作物の関係を理解させる。また、金属加工の技
術を習得させる。

2

旋盤加工・構造と機能

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

旋盤作業・安全作業

旋盤作業を通して、安全作業を習得させる。 2

旋盤作業・安全作業

旋盤作業を通して、安全作業を習得させる。 2

月

旋盤作業・鋳鉄の切削 旋盤を使用して、鋳鉄の切削に仕方について、習得させる。

2

旋盤作業・基本的な測定方法

旋盤作業を通して基本的な測定の仕方を習得させる。 2

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。

10

10



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。

旋盤作業・製品の測定 安全を第一と考え、旋盤作業がスムーズに行い、寸法通り作品が完成してか測
定を行う。

2

旋盤作業・完成品の測定 安全を第一と考え、旋盤作業がスムーズに行い、寸法通り作品が完成してか測
定を行う。

2

月

旋盤作業・鋳物を使用して品物を作る（１） 安全を第一と考え、旋盤作業がスムーズに行えるように、作業させる。 2

旋盤作業・鋳物を使用して品物を作る（２） 安全を第一と考え、旋盤作業がスムーズに行えるように、作業させる。 2
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指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

燃焼・爆発・分解爆発・着火源・ガス漏れ防止を理解させる。 2

３．ガスの性状について 火炎温度を理解させる。
ガスの比重について理解させる。
発火温度を理解させる。
発熱量を理解させる。

月

２．ガス溶接　　　　　　　　　　　　　ガ
ス溶接の種類について

容器内の貯蔵状態によるガスの分類。可燃性ガスによるガスの分類を理解させ
る。油外性によるガスの分類を理解させる。

2

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。

2

４．燃焼と爆発について
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指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

５．燃焼ガスと酸素について アセチレンガスとその他の燃焼ガスについて説明をする。

2

2

６．ガス溶接装置の構造及び取り扱いについ
て

ガス容器・ガス集合体・圧力調整器などの安全性について理解させる。 2

７．ガス作業における危険性について

火災とその防止対策と爆発災害対策について理解させる。

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

ガス溶接による溶断作業

溶断の仕組みと溶断方法・作業

2

２
月

ガス溶接による作品作業

ガス溶接による作品を作る。

2

ガス溶接による作品作業

ガス溶接による作品を作る。

2

ガス溶接による溶断作業

溶断作業

2

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。



指導内容 科目実習（選択）の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月

ガス溶接による作品を完成させる。

2

ガス溶接による作品作業

ガス溶接による作品を完成させる。

2

ガス溶接による作品作業

【知識・技能】
ものづくりについて基礎的な
技術を身に付け、適切な結果
を出すことができるか。もの
づくりの社会的な意義を理解
し、応用的な処理ができる
か。
【思考力・判断力・表現力
等】
ものづくりについて基礎的な
知識を適切に活用し、応用す
る能力が身についているか。
【学びに向かい合う力、人間
性等】
ものづくりについて関心を示
し、意欲的に取り組んでいる
か。
以上の点について学習態度や
課題提出等で総合的に判断す
る。


